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日吉メディアセンター企画展示一覧
展示期間 タイトル

平成 20 年度
第 5回 9 月 25 日～ 11 月 12 日 「図書館の本を守ろう」
第 6回 11 月 12 日～ 1 月 15 日 「KEIO150―慶應義塾創立 150 年企画―」
第 7回 1 月 16 日～ 3 月 19 日 「図書館でオードリーを」

平成 21 年度

第 1回 3 月 19 日～ 5 月 14 日 「もっと知りたいKEIO」

第 2回 5 月 22 日～ 6 月 11 日 「Study Abroad 2009」―国際センター「留学フェア」
タイアップ展示―

第 3回 6 月 15 日～ 7 月 3 日
「Think globally, Act locally（地球規模で考え，身
近なことから実践を）」―環境サークルE.C.O. 企画
展示―

第 4回 7 月 17 日～ 8 月 19 日 「中世主義と英国の美本」

むことを認めている図書館は少なくない。当館では
館内各階に冷水器を設置しているが，水道水を飲ま
ない学生も多く，大部分の学生はキャンパス内で何
らかの飲み物を持ち歩いており，それをそのまま館
内に持ち込んでいるという実態がある。館内に飲み
物を持ち込むだけで，ルールを守り，館内では飲ま
ないという学生もいるが，ルールを守らない学生の
数は非常に多かった。このような状況で，「館内では
何も飲むな」と言い続けることには，困難さを感じ
ていた。一方，慶應義塾大学のメディアセンターの
うち，湘南藤沢メディアセンターでは 2004 年からエ
リアを限定した上で，館内で密閉できる容器から飲
み物を飲むことを認めている。さらに理工学メディ
アセンターと信濃町メディアセンターでも，最近に
なりほぼ同様のルールを適用していた。
そこで当館でも 2009 年 7 月から，PC設置場所等

の一部エリアを除き，密閉できる容器に入った飲料
を飲むことを認めることとした。

3 成果と今後の展望
以上のような設備・サービス改善を実施した結

果，いくつかの成果が表れている。
もっとも顕著なのは，貸出冊数の増加である。こ

こ数年，当館の貸出冊数は減少を続けていたが，2008
年度には増加に転じ，一気に開館以来最高の貸出冊
数を記録した。AVコーナーの改修によりAV資料
の利用件数も増えており，改修前の 2006 年度と比較
し，2008 年度には約 1.2 倍に増加している。入館者数
も減少傾向にあったが，2008年度には増加に転じた。
また，以前と比べ館内が静かになってきていると

感じている。雑誌室の変化は顕著な例だが，その他

の場所でも，おしゃべりは皆無ではないが少なく
なってきており，声が小さくなっているようだ。学
生は，まわりが静かなら自分も静かにしようとする
のだろう。先日，ある教員から「最近，図書館が静
かになったね」との感想をいただいた。
飲食ルールの改定に関しても，別のある教員から

「館内で飲めるようになって助かるよ」との言葉をい
ただいた。これまでルールを守り館内で飲み物を飲
んでいなかった学生も同様に感じているだろう。
設備の改善に関しては，図書館をよく利用してい

るある学生が「このところ，（夏や春の）長期休暇が
明けるたびに図書館の中が変わってますね。次の休
み明けにどうなっているか楽しみです」と言ってい
た。ほかの学生も変化に気づいており，それを期待
しているのではないかと思う。
今後も，できる限り必要な改善を進めて行くつも

りである。現在，予定しているのは今年（2009 年）9
月の，閲覧席の一部の個別席（キャレルデスク）化
である。LibQUAL＋Ⓡの結果を見ると，学生はひとり
で学習・研究するための静かな空間を求めているこ
とがわかった。この求めに応じたものである。
ただし，学生が望むことを何でもかんでも実現す

るべきではない。最初に述べた基本的な考え方に従
い，学生に媚びるのではなく，大学図書館としての
気品を保つことを忘れてはならないと考えている。

注

1）LibQUAL＋Ⓡの結果は，以下のWebサイトで公開されて

いる．

http:��project.lib.keio.ac.jp�libqual�report.html，（参照

2009-07-10）．




